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秋
印

母
校
樹
立
百
二
十
周
年

記
念
事
業
と
し
て

名
簿
委
員
会
副
委
員
長
　
工

平
成
五
年
に
迎
え
る
母
校
創
立
百

二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
第
3
6

号
同
窓
会
会
員
名
簿
が
発
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
元
年
三
月
発
行
の
第
3
5
号
名

簿
は
、
同
窓
会
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
購
入
し
て
の
、
い

わ
ば
手
づ
く
。
の
名
簿
の
第
一
号
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
、
私
達
は
二

つ
の
こ
と
を
同
時
に
実
現
し
た
と
言

え
る
。一
つ
は
、
同
窓
会
員
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
基
本
部
分
の
構
築
し
た
事
で
あ

り
、
い
ま
一
つ
は
、
名
簿
の
発
行
で

あ
る
。デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
、
一
般
的
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
、
そ
れ
が

使
わ
れ
る
目
的
や
方
法
と
は
無
関
係

に
、
あ
る
規
則
や
構
造
に
従
っ
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
外
部
記
憶
装
置
に

記
憶
さ
せ
て
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
デ
ー
タ

菅
腎
出
牽
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
お
よ
び
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
全
体
を
言
う
。
規
模
と
し

て
は
、
世
界
各
国
間
で
利
用
す
る
も

の
か
ら
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

名
簿
の
主
要
部
分
の
原
稿
を
作
成

す
る
こ
と
は
、
手
間
や
時
間
を
考
え

な
け
れ
ば
、
全
員
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か

ら
デ
ー
タ
を
引
き
出
す
作
業
の
一
つ

に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内

の
デ
ー
タ
を
可
能
な
か
ぎ
。
最
新
の

デ
ー
タ
で
更
新
し
て
い
く
こ
と
、
そ

藤
　
雄
一

し
て
空
白
を
無
く
す
努
力
を
し
て
い

く
こ
と
が
名
簿
委
員
会
に
課
せ
ら
れ

た
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
任
務
は
、
今
ま
だ
軌

道
に
乗
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
昨
年
導
入
さ
れ
た
二
台
の

パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
正
誤

訂
正
や
異
動
変
更
な
ど
の
入
力
事
務

の
効
率
化
が
少
し
ず
つ
計
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
来
て
い
る
。
た
だ
、
空
白

の
部
分
の
デ
ー
タ
を
い
か
に
埋
め
て

い
く
か
と
い
う
問

題
は
、
第
一
義
的

に
は
各
年
次
の
同

期
会
の
歴
史
と
と

に
待
つ
こ
と
に
な
る
が
、
名
簿
委
員

会
と
し
て
も
具
体
的
、
積
極
的
な
援

助
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
一
回
五
月
、

年
次
の
名
簿
担
当
者
に
対
し
て
、
入

力
デ
ー
タ
一
覧
表
を
送
付
し
て
訂
正

や
記
入
を
し
て
も
ら
い
九
月
以
内
に

返
送
し
て
も
ら
う
。
返
送
さ
れ
た
デ
ー

タ
は
直
ち
に
訂
正
入
力
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
終
了
で
一
年
の
サ
イ
ク
ル
が
終

わ
る
と
い
う
計
画
が
実
施
に
移
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
が

平
成
三
年
に
一
回
と
四
年
に
一
回
行

わ
れ
、
平
成
五
年
に
は
次
の
よ
う
な

計
画
で
第
3
6
号
名
簿
、
手
づ
く
り
第

二
冊
目
を
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
平
成
五
年
三
月
一
日

全
会
員
へ
デ
ー
タ
確
認
の
往

復
ハ
ガ
キ
発
送
、
同
時
に
注

文
を
と
る
。

○
同
年
四
月
二
十
日

ハ
ガ
キ
返
送
〆
切
る
。

○
同
年
五
月
一
日

最
終
デ
ー
タ
訂
正
入
力
開
始
。

○
同
年
六
月
一
日

版
下
作
成
開
始
。

○
同
年
七
月
一
日

印
刷
開
始
。
製
本
。

l

椅
相
　
田

も
に
あ
る
、
そ
の

年
次
の
名
簿
担
当

者
の
方
々
の
努
力

麟
暗
馳

馳

校
章
入
り
タ
イ
タ
ッ
ク

新
入
会
員
へ
の
記
念
品

常任理

田
田
圃
は
阪

田
帽
は

本
年
度
第
二
回
同
窓
会
常
任
理
事

会
が
十
二
月
二
十
日
、
千
秋
会
館
で
、

開
催
さ
れ
た
。

塩
田
雄
次
会
長
の
水
戸
知
道
会
と

の
姉
妹
提
携
の
報
告
を
か
ね
た
挨
拶

で
開
会
さ
れ
た
。
続
い
て
、
室
田
弘

校
長
よ
。
、
同
窓
会
入
会
式
挙
行
、

記
念
品
の
寄
贈
に
対
す
る
お
礼
が
あ

り
「
在
校
生
は
冬
季
休
業
に
入
る
が

セ
ソ
タ
ー
試
験
を
控
え
た
三
九
〇
余

名
、
三
年
生
は
万
全
を
期
し
て
最
後

の
追
込
み
に
入
っ
て
い
る
。
昨
年
を

上
回
る
好
成
績
を
期
待
し
て
い
る
。

部
活
動
で
は
今
年
も
イ
ソ
ク
ー
ハ
イ

や
各
種
大
会
で
柔
道
、
軟
式
野
球
、

硬
式
野
球
を
は
じ
め
と
す
る
各
部
の

活
躍
が
あ
っ
た
。
文
武
両
道
に
お
い

て
い
っ
そ
う
の
活
躍
を
期
し
て
頑
張
っ

て
い
る
」
と
母
校
の
現
況
の
紹
介
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
巨
人
軍
か
ら
ト
ラ

フ
ト
四
位
の
指
名
を
受
け
た
三
年
生

阿
部
茂
樹
捕
手
の
そ
の
後
の
巨
人
軍

と
の
交
渉
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
塩
田
会
長
を
議
長
に
し
て
議
事
に

う
つ
っ
た
。
案
件
は
同
窓
会
入
会
式

に
つ
い
て
、
新
入
会
員
に
贈
る
記
念

品
に
つ
い
て
、
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

三
月
七
日
卒
業
式
後
の
同
窓
会
入
会

式
は
二
十
年
卒
で
担
当
す
る
、
新
入

会
員
激
励
の
ス
ピ
ー
チ
は
秋
田
大
学

医
学
部
小
川
哲
朗
教
授
一
二
五
年
卒
一

に
依
頼
し
て
い
る
と
の
提
案
が
あ
。

了
承
さ
れ
た
。
記
念
品
に
つ
い
て
は

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
昨
年
と
同

じ
校
章
入
。
タ
イ
タ
ノ
ク
と
決
定
し

た
。
記
念
と
し
て
残
る
も
の
と
い
う

こ
と
で
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
。

議
事
終
了
後
、
事
務
局
か
ら
総
会

後
の
全
寮
聖
ロ
が
あ
っ
た
。
主
な
も

の
は
、
十
一
月
十
七
日
、
姉
妹
提
携
■

し
た
水
戸
知
道
会
総
会
に
本
会
か
ら

副
会
長
、
小
玉
得

太
郎
一
昭
一
八
年

卒
一
、
幹
事
、
山

谷
浩
二
一
昭
二
〇

年
卒
一
、
提
携
委

員
、
山
中
良
二
郎

一
昭
二
〇
年
卒
一

の
三
氏
が
出
席
し

た
こ
と
、
本
会
茨

城
県
支
部
設
立
準

備
談
話
会
で
世
話

人
の
決
定
し
た
こ

懸
キ
、

悌
吏
髄

■

と
、
百
二
十
周
年
記
念
事
業
に
向
け

て
施
設
委
員
が
宿
舎
跡
地
を
視
察
し

た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

○
同
年
八
月
一
目

入
金
者
に
の
み
名
簿
発
送
開

始
。

た
だ
し
、
発
行
日
は
、
平
成
五
年

九
月
一
目
と
す
る
。
価
格
は
未
定
で

あ
る
。
各
年
次
の
同
期
会
の
活
性
化

や
各
支
部
の
活
性
化
と
名
簿
の
充
実

は
、
お
互
い
が
原
因
と
な
。
結
果
と

な
っ
て
同
窓
会
全
体
の
活
性
化
の
基

本
を
支
え
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

何
周
年
記
念
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ

う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
常
に
何
を
な
す

べ
き
か
を
確
認
し
な
が
ら
日
常
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

（
S
3
3
卒
一

名
簿
関
連
情
報
コ
ー
ナ
ー

名
簿
委
員
会
で
は
、
名
簿
に
関
係

の
深
い
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し

た
り
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
名
簿
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
目
的
で
、

今
後
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

各
年
次
の
名
簿
担
当
者
の
積
極
的
な

参
加
を
希
望
し
ま
す
。
情
報
提
供
の

希
望
者
は
、
同
窓
会
事
務
局
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
昭
和
3
5
年
卒
同
期
生
名
簿
寄
贈
さ

る
。
（
平
成
二
年
八
月
発
行
一

特
徴
、
恩
師
・
職
員
の
ペ
ー
ジ
あ

。
、
同
期
生
四
九
六
名
車
住
所
判
明

者
四
八
〇
名
、
実
に
九
七
パ
ー
セ
ン

ト
の
充
実
ぶ
。
。
発
行
者
の
今
田

伸
氏
の
努
力
が
光
る
。

○
昭
和
3
3
年
卒
同
期
会
「
秋
高
三
三

会
」
の
東
京
支
部
に
相
当
す
る
「
秋

高
東
京
三
三
会
」
よ
。
会
員
名
簿
寄

贈
さ
る
。
一
五
九
名
。
特
徴
、
高
三

当
璧
秋
に
実
施
さ
れ
た
大
運
動
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
二
十
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー

が
つ
い
て
い
る
。
熊
谷
光
太
郎
氏
、

吉
田
　
稔
氏
、
寺
田
明
司
氏
等
の
作

成
に
な
る
。
（
平
成
二
年
十
一
月
発

行
一
〇
名
簿
委
員
会
で
は
、
各
年
次
の
同

期
会
独
自
の
名
簿
を
求
め
て
お
。
ま

す
。
更
新
さ
れ
た
場
合
に
も
ぜ
ひ
お

送
り
下
さ
い
。

知
道
会
総
会
と
茨
城
県
支
部

結
成
準
備
世
話
人
会
に
出
席
し
て

幹
事
　
山
谷
　
浩
二

平
成
2
年
1
1
月
1
7
日
、
水
戸
市
・

中
央
ビ
ル
に
て
秋
田
高
校
同
窓
会
と

姉
妹
提
携
同
窓
会
で
あ
る
水
戸
一
高

同
窓
会
「
知
道
会
」
の
総
会
に
出
席

し
た
の
は
、
秋
田
高
校
同
窓
会
副
会

長
、
小
玉
得
太
郎
一
S
1
8
卒
一
幹
事
、

山
谷
浩
二
一
S
2
0
④
卒
一
山
中
良
二

郎
提
携
委
員
一
S
2
0
④
卒
一
の
3
名

で
あ
る
。
総
会
と
懇
親
会
に
は
水
戸
一
高
の

校
長
も
出
席
さ
れ
、
約
1
1
0
名
位
の
出

席
者
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

来
賓
と
し
て
小
玉
副
会
長
が
秋
田

県
と
茨
城
県
の
密
接
な
る
関
係
を
、

佐
竹
氏
時
代
か
ら
説
き
起
し
、
出
席

者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
全
体
の

印
象
と
し
て
、
同
窓
会
の
運
営
が
若

い
年
代
一
4
0
代
～
5
0
代
一
の
委
員
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
同
窓
会
の
基
金
で
、
生
徒
達

が
海
外
派
遣
さ
れ
、
視
野
を
広
め
、

日
本
そ
し
て
世
界
を
考
え
る
契
機
を

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
秋
田
高

校
同
窓
会
と
し
て
も
参
考
に
し
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
同
窓

会
館
も
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
日
の
平
成
2
年
日
月
1
8
日
に
は

知
道
会
館
一
水
戸
一
高
敷
地
内
に
あ

る
建
物
一
を
お
借
。
し
て
、
秋
田
高

校
同
窓
会
茨
城
支
部
結
成
準
備
の
世

話
人
会
を
行
な
い
、
平
成
3
年
8
月

ま
で
に
、
支
部
結
成
に
漕
ぎ
着
け
た

い
と
云
う
結
論
に
達
し
、
S
3
4
年
卒

の
柴
田
氏
が
中
心
に
な
る
こ
と
を
了

承
し
た
。
出
席
者
は
次
の
通
。
で
あ

る
。
同
窓
会
副
会
長
　
小
玉
待
太
郎
S
1
8

幹
　
事
　
山
谷
浩
二
　
S
2
0
④

提
携
委
員
山
中
良
二
郎
S
2
0
④

茨
城
県
在
住
者

戸
島
　
均
S
2
9
盲
立
設
備
取
締

役
一
斉
藤
勝
一
S
2
3
一
県
庁
一
柴
田

久
志
S
3
4
一
県
庁
一
小
林
靖
八
S
3
4

（
伊
奈
高
校
一
上
田
明
良
S
3
4
一
夕

カ
ネ
電
機
茨
城
工
場
長
一
新
田
　
聡

S
3
5
一
日
本
流
通
リ
ー
ス
社
長
一
大

友
邦
芳
S
3
8
一
交
通
公
社
ト
ラ
ベ
ラ

ン
ド
所
長
一
小
玉
祐
一
郎
S
3
9
一
建

設
省
一
小
玉
健
太
郎
S
4
0
（
三
共
埜

西
野
誠
二
S
4
1
一
県
庁
一

他
に
水
戸
一
高
欄
の
県
社
会
教
育

課
主
事
、
金
沢
正
己
氏
が
、
今
後
の

交
流
の
橋
渡
し
役
と
し
て
出
席
さ
れ

た
。
会
場
設
営
に
は
知
道
会
よ
り
多

大
の
援
助
を
賜
わ
っ
た
こ
と
を
感
謝

す
る
次
第
で
あ
る
。

百
二
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会

小
委
員
会
だ
よ
り

「
同
窓
だ
よ
。
三
十
三
号
」
発
行

以
後
に
開
催
さ
れ
た
1
2
0
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
の
専
門
別
の
各
委
員

会
の
状
況
は
次
の
通
。
で
あ
る
。

各
委
員
会
の
開
催
期
日
は
下
記

一
会
務
報
告
一
の
通
。
で
あ
る
が
、

ま
ず
、
施
設
委
員
会
で
は
、
学
校
側

の
希
望
に
答
え
る
の
が
第
一
で
あ
る

と
の
方
針
で
、
運
動
部
合
宿
所
一
同

窓
会
事
務
局
を
含
む
一
の
建
設
に
つ

い
て
検
討
し
、
現
状
の
確
認
や
建
設

予
定
地
の
検
証
を
行
い
、
一
部
の
委

員
を
も
っ
て
、
設
計
や
見
積
の
検
討

を
進
め
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

名
簿
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
別
掲

の
通
り
「
第
3
6
号
」
発
行
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。

l
ノ

行
事
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
川
周

年
記
念
行
事
と
細
周
年
記
念
行
事
と

の
比
較
検
討
し
て
、
聞
周
年
に
何
を

な
す
べ
き
か
を
話
合
い
し
、
次
回
ま

で
に
資
料
を
出
し
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。
校
史
委
員
会
で
は
、
m
周
年
の
発

刊
物
と
編
集
方
針
を
変
え
て
、
①
年

表
を
大
幅
に
増
や
す
。
④
ハ
イ
ラ
イ

ト
を
取
。
あ
げ
る
。
④
人
名
を
拾
い

あ
げ
て
表
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
、ヽ

1

．

′

い
ず
れ
誰
に
も
読
ま
れ
る
よ
う
な
路

年
史
に
し
た
い
と
話
あ
っ
た
。

財
政
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
第
一

回
目
で
は
1
0
0
周
年
と
1
1
0
周
年
の
収
支

状
況
を
検
討
し
、
事
務
局
で
素
案
を

作
る
こ
と
と
し
た
。
第
二
回
目
は
事

務
局
の
素
案
を
元
と
し
、
年
次
別
の

格
差
を
調
整
し
っ
つ
、
そ
の
他
の
条

件
も
考
慮
し
て
一
応
の
原
案
の
基
礎

を
作
っ
た
。

事
務
局
だ
よ
り

今
年
も
ま
た
新
入
会
員
を
迎
え

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度

の
入
会
予
定
者
は
四
百
五
十
五
名

で
す
が
、
う
ち
女
子
会
員
は
百
二

十
一
名
で
あ
。
ま
す
。
4
0
年
代
と

比
べ
る
と
、
想
像
以
上
に
女
性
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
秋
高

女
生
徒
の
増
加
も
、
社
会
の
す
う

勢
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
巣
立
ち
ゆ
く
後

輩
達
に
は
春
の
木
の
芽
と
同
様
に
、

若
さ
と
希
望
が
満
ち
て
い
ま
す
。

先
輩
と
し
て
彼
等
の
今
後
の
健
斗

を
心
か
ら
祈
。
た
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。さ
て
、
同
窓
会
の
業
務
も
1
2
0
周

年
実
行
委
員
会
の
活
動
と
共
に
、

日
増
し
に
忙
し
く
な
っ
て
ま
い
。

ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
会

員
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不
自
由

を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
右
ご
了
承
の
う
え
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
。
ま
す
。

［
胤
1
－
蘭
画
困
且

▽
だ
よ
り
三
十
三
号
で
報
告
後
の

会
務
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
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「
一
校
受
験
化
」
へ
の
挑
戦

1
平
成
l
二
年
度
進
学
状
況
か
ら

大
豊
森
を
目
ざ
す
三
年
生
に
と
っ

て
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
の
時
節
が
や
っ

て
き
た
。
ま
ず
国
公
立
受
験
者
は
、

一
月
十
二
・
十
三
の
両
日
第
一
次
試

験
と
も
い
う
べ
き
「
セ
ソ
タ
一
恵
巴

に
の
ぞ
ん
だ
。

結
果
は
、
五
教
科
六
科
目
で
五
八

一
・
七
の
平
均
点
を
あ
げ
、
山
形
東

高
、
盛
岡
一
高
に
次
い
で
東
北
第
三

位
の
好
成
績
を
収
め
た
。
と
く
に
前

年
比
で
二
六
・
九
点
滅
（
全
国
の
平

均
は
約
二
五
⊥
二
〇
点
滅
と
推
定
一

と
問
題
の
難
化
で
総
得
点
が
減
少
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
二
〇
点
以

上
の
高
得
点
者
が
十
五
名
も
あ
り

一
前
年
一
六
名
一
成
蹟
上
位
者
の
安

定
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
本
校

生
は
一
月
三
十
一
日
の
締
切
。
間
際

ま
で
熟
慮
を
か
さ
ね
て
出
願
し
た
。

し
か
し
、
国
立
大
学
の
有
力
校
が
殆

ど
前
・
後
期
日
程
を
採
用
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
学
へ
の
合

格
を
強
く
希
望
す
る
生
徒
に
と
っ
て

は
、
事
実
上
の
「
一
校
受
験
」
と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
学
校
選
択
の

失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
出
願
に
至
る

苦
心
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
主
要
大
学
の
志
願
状
況

を
表
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
一
見
し
て
昨
年
ま
で
と
大

き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ

く
の
で
あ
る
。
第
一
は
総
体
と
し
て

こ
れ
ま
で
全
国
に
分
散
し
て
い
た
志

望
校
が
東
北
・
関
東
に
集
中
し
て
き

た
点
で
あ
る
。
京
大
・
阪
大
、
私
立

大
で
は
同
志
社
・
立
命
館
等
へ
の
志

願
が
こ
こ
数
年
で
激
減
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
東
北
近
県

は
弘
前
大
二
、
岩
手
大
二
〇
、
東

北
大
一
八
、
山
形
大
四
と
前
年
比
で

着
実
に
伸
び
て
い
る
。

第
二
は
東
京
大
　
東
北
大

秋
田
大
と
い
う
本
校
受
験
生
に
と
っ

て
、
も
っ
と
も
成
果
を
問
わ
れ
る
指

標
校
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ソ
の
役
割
を

ほ
っ
き
。
示
し
た
点
で
あ
る
。
東
京

大
学
受
験
生
は
前
・
後
期
と
も
い
ず

れ
劣
ら
ぬ
実
力
派
が
近
年
に
な
く
量

的
に
も
揃
っ
た
年
で
あ
る
。
ぜ
ひ
待

望
の
二
ケ
タ
合
格
の
夢
を
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
。

低
迷
を
続
け
て
い
た
東
北
大
は
昨

年
か
ら
上
昇
の
気
配
が
あ
り
、
今
年

は
既
に
工
学
部
に
推
薦
で
五
名
の
合

格
が
決
定
し
て
お
。
、
一
般
受
験
生

も
こ
れ
に
続
く
よ
う
一
層
の
頑
張
。

を
期
待
し
た
い
。
秋
田
大
学
も
医
学

部
に
七
名
の
推
薦
合
格
を
決
め
て
上

げ
潮
ム
ー
ド
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
は
私
立
大
学
の
苦
闘
で
あ
る
。

相
変
わ
ら
ず
「
私
立
の
東
大
」
と
も

言
え
る
ほ
ど
難
化
し
た
早
稲
田
・
慶

応
へ
の
志
願
集
中
で
あ
る
。

受
験
生
が
増
え
続
け
る
こ
こ
数
年
は

難
化
現
象
は
解
消
さ
れ
そ
う
も
な
い

状
況
で
あ
る
。
国
公
立
大
学
と
同
様

に
、
今
や
私
立
大
学
も
実
力
不
相
応

な
有
名
ブ
ラ
ン
ド
指
向
は
許
さ
れ
な

い
ほ
ど
厳
し
い
時
代
で
あ
る
。

本
年
度
の
本
校
進
路
指
導
部
は
、

現
在
お
か
れ
て
い
る
生
徒
の
実
態
を

踏
ま
え
進
路
意
識
の
高
揚
が
第
一
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
進

路
情
報
の
充
実
の
一
環
と
し
て
父
母
・

生
徒
全
員
に
進
路
資
料
「
北
雄
」
を

配
布
し
て
そ
の
活
用
に
努
め
た
。
ま

た
本
来
の
進
学
指
導
の
原
点
に
戻
っ

て
、
長
年
実
施
し
て
き
た
補
習
授
業

を
廃
止
し
、
新
た
に
夏
期
お
よ
び
冬

色
期
の
特
別
講
座
を
設
け
た
。
そ
の
成

果
は
今
春
の
合
格
内
容
に
反
映
す
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
な
が

ら
、
全
国
に
雄
飛
す
る
た
め
の
進
路

目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
指
導
は

地
味
に
し
て
継
続
を
要
し
ま
す
。
今

後
と
も
、
ご
父
兄
や
同
窓
生
の
皆
さ

ん
の
側
面
か
ら
の
支
援
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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秋高授

首
都
圏
秋
高
三
〇
会

平
成
二
年
九
月
十
四
日
（
金
一
午

後
六
時
半
よ
。
東
京
一
橋
の
如
水
会

館
で
首
都
圏
秋
高
三
〇
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

秋
高
さ
ん
ま
る
会
は
秋
田
で
は
こ

れ
ま
で
に
幾
度
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

東
京
地
区
で
も
ロ
ー
カ
ル
に
は
以
前

に
も
何
度
か
開
催
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
が
、
首
都
圏
に
在
住
す
る
百

三
十
余
名
全
員
に
予
告
と
最
終
の
二

度
に
わ
た
る
案
内
状
を
発
信
し
、
そ

の
結
果
秋
田
か
ら
も
馳
せ
参
じ
て
く

れ
た
高
階
幸
道
、
杉
山
良
一
の
二
氏

を
含
む
約
七
十
名
の
参
加
者
を
得
て

か
く
も
盛
大
に
行
わ
れ
た
の
は
初
め

て
の
事
で
あ
。
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
発
案
の
き
っ
か

秋高三○会記念撮影　　　…平成2年9月I4日1

大学別志願者数
（調査書発行延数）

人　　　数

平成3平成2平成1
大　学　名

北　　海　　道　26　　33　　23

弘　　　　　前　38　　27　　48

手　　24　　4　　10岩

北　75　　57　　33東

育　93　　97　　84

14　　19　　14医

教

山　　85　　54　　48

形　11　　7　　13

鉱

秋
　
田

山

筑　　　　　波　14　12　　　8

千　　　　　葉　15　14　　　6

東　　　　　京　24　14　　　4

東　京　外　語　　2　　　9　　　7

東　京　学　芸　23　　29　　25

東　京　工　業　　4　　　3　　1

お茶の水女子　　0　　　4　　　0

橋　　5　　　8　　　4

横　浜　国　立　15　　24　10

新　　　　　潟　41　47　　30

金

都　　3　　21　13京

大

立
　
院
　
塾

都
　
学
　
義

京
　
山
　
応

東
　
青
　
慶

3　　6

4

7　　7

2

4　　1

2

710223

3

1

5

1

5

智

3　　7　　24　　40

473

央

上
　
中

8514

治明

21302

教立
3　　0　　06　　1　　27　　1　　44　　　　　　11　　3　　45　　　　　　1

田
　
社
　
館

稲
　
志
　
命

早
　
同
　
立

け
は
、
当
年
早
々
の
佐
々
木
秋
田
県

知
事
を
囲
ん
で
の
新
春
秋
田
県
人
交

歓
会
に
参
加
し
た
筆
者
を
含
む
数
名

ど
う
し
の
歓
談
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
。
ま
し
た
。

当
日
は
六
時
過
ぎ
か
ら
ぽ
ち
ぽ
ち

と
会
員
が
集
ま
り
だ
し
受
付
の
際
に

会
員
名
簿
が
渡
さ
れ
、
胸
に
つ
け
る

名
札
シ
ー
ト
を
着
け
た
後
で
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
お
互
い
に
相
手
の
顔
と

名
札
と
を
し
ば
ら
く
凝
視
し
て
か
ら

歓
声
の
上
が
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
卒
業
後
三
十
五
年
と
い
う
年
月

を
経
過
し
た
後
の
再
会
で
あ
れ
ば
こ

の
よ
う
な
現
象
の
生
ず
る
も
の
も
極

く
自
然
の
事
と
思
い
ま
す
。

参
加
予
定
者
全
員
が
揃
っ
た
所
で

記
念
撮
影
を
行
い
、
筆
者
の
進
行
司

会
で
宴
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
住

商
リ
ー
ス
株
式
会
社
の
松
沢
研
二
氏

の
開
会
の
挨
拶
、
高
階
幸
道
氏
一
当

時
生
徒
会
長
一
の
秋
高
三
〇
会
長
と

し
て
の
挨
拶
、
及
び
弁
護
士
ブ
レ
ー

ク
モ
ア
法
律
事
務
所
の
大
塚
正
民
氏

の
登
戸
に
よ
る
乾
杯
を
経
て
立
食
パ
ー

テ
ィ
の
形
式
で
宴
は
進
行
し
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
行
わ
れ
た
七
時
頃
ま

で
の
間
に
か
な
り
予
宴
は
進
ん
で
い

た
だ
け
に
上
記
セ
レ
モ
ニ
ー
後
の
本

宴
に
入
る
と
た
ち
ま
ち
の
内
に
み
ん

な
三
分
の
一
世
紀
余
り
の
タ
イ
ム
ト

ン
ネ
ル
を
逆
戻
。
し
て
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
の
談
笑
の
中
か
ら
歓
声
が
沸
き

上
が
り
会
は
異
常
な
程
の
盛
り
上
が

。
を
見
せ
ま
し
た
。

八
時
過
ぎ
に
な
っ
た
所
で
最
終
学

年
時
の
ク
ラ
ス
毎
に
会
場
中
央
に
順

次
集
ま
。
、
司
会
者
が
ラ
ソ
ダ
ム
に

サ
ソ
プ
ル
し
た
代
表
の
一
人
に
在
校

時
の
思
い
出
、
現
在
の
仕
事
、
こ
の

会
に
参
那
し
た
感
想
等
を
述
べ
て
貰
っ

た
後
、
英
国
航
空
の
堀
義
顕
氏
に
持

参
し
て
来
て
も
ら
っ
て
い
た
ポ
ラ
ロ

イ
ド
カ
メ
ラ
で
記
念
写
真
を
と
っ
て

頂
く
と
い
う
中
間
イ
ペ
ソ
ト
も
挿
入

し
ま
し
た
。

終
了
子
定
時
刻
近
く
に
な
っ
た
所

で
杉
山
良
一
氏
の
先
導
で
校
歌
と
応

援
歌
を
斉
唱
し
、
大
和
総
研
の
五
十

嵐
盛
書
氏
に
三
拍
子
締
め
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
堀
義
顧
氏
と
鈴
木
妙
子

さ
ん
の
調
整
で
相
沢
達
氏
以
下
四
～

五
名
の
方
々
に
次
回
幹
事
を
引
き
受

け
て
貰
う
事
と
し
、
一
～
二
年
後
の

再
会
を
約
束
し
て
感
激
と
興
奮
の
余

韻
を
残
し
な
が
ら
九
時
過
ぎ
に
宴
は

閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
こ
の
よ
う

な
盛
況
裡
に
終
了
さ
せ
る
事
が
出
来

た
の
は
松
沢
研
二
氏
、
五
十
嵐
盛
吾

氏
他
十
名
程
の
幹
事
が
二
度
に
わ
た

り
綿
密
な
実
行
計
画
の
打
合
わ
せ
を

行
い
、
会
の
行
な
わ
れ
る
二
週
間
前

か
ら
の
一
週
間
は
最
終
案
内
に
対
す

る
返
信
の
な
か
っ
た
方
々
に
幹
事
一

同
手
分
け
し
て
電
話
攻
勢
に
よ
り
参

加
呼
び
掛
け
を
す
る
等
の
一
致
協
力

の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
思
い

ま
す
。文
責
、
富
士
通
一
株
一
浅
原
勝
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∫
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∫
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○

∫

◆

i　　慶　祝（判明分）

蛋　小　玉　健　吉　勲五等双光旭日章◆

i

S12卒

若　松　泰　治　勲五等瑞宝章
逼　　　　　　　　S12卒
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太
平
山
の
航
空
写
真
を

三
吉
神
社
へ
奉
納

秋
田
営
林
局
計
画
課
勤
務
の
佐
々

木
辰
武
一
昭
和
2
3
卒
一
さ
ん
は
、

健
康
快
復
の
機
会
に
、
太
平
山
三
吉

神
社
に
業
務
と
関
わ
り
の
深
い
太
平

山
、
仁
別
国
民
の
森
を
被
覆
す
る
航

空
写
真
（
日
本
林
業
技
術
協
会
が
九

〇
年
六
月
に
撮
影
一
二
〇
枚
に
反
射

実
体
鏡
イ
ー
グ
ル
を
添
え
て
（
一
〇
万

円
相
当
一
奉
納
し
、
太
平
山
三
吉
神
社
、

同
奉
賛
会
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

太
平
山
は
、
校
歌
の
冒
頭
に
唱
い

つ
が
れ
る
崇
敬
の
山
で
あ
る
が
、
昭

和
二
八
年
に
日
本
林
業
技
街
璧
宗
、

日
本
で
初
め
て
航
空
写
真
図
化
の
実

」験
に
成
功
し
た
由
緒
の
あ
る
も
の
で

あ
り
、
日
本
林
業
技
術
協
会
に
は
、

理
事
長
鈴
木
郁
雄
氏
一
昭
和
1
9
卒
一
、

同
総
務
部
長
小
林
栄
一
氏
（
昭
和
2
9

卒
一
が
活
躍
し
い
て
る
。

ま
た
、
母
校
の
生
物
斑
が
、
昭
和

三
六
年
に
調
査
、
分
類
、
整
理
し
た

「
太
平
山
の
植
物
」
は
、
旧
国
立
林

業
試
験
場
か
ら
、
こ
の
地
域
の
類
書

の
中
で
最
高
の
も
の
と
評
価
さ
れ
、

「
仁
別
国
民
の
森
」
に
花
を
添
え
て

い
る
。
　
一
秋
田
営
林
局
支
部
一

哀
　
悼

小
野
勝
又
加
藤

一
判
明
分
・
敬
称
略
一

桂
一
S
1
3
一
秋
田
市
2
・
7

七
郎
一
S
3
一
鹿
角
市
2
・
9

義
夫
一
S
型
秋
田
市
2
・
1
0

竹
村
祐
之
助
一
S
3
一
秋
田
市
2
・
1
1

木
内
　
仁
一
S
2
7
一
秋
田
市
2
・
1
1

鎌
田
民
治
郎
一
S
6
一
秋
田
市
2
・
1
1

大
西
　
利
彦
（
S
1
8
一
仙
台
市
2
・
1
2

郡
波
伊
四
郎
一
S
2
一
秋
田
市
3
・
1

刈
田
　
収
平
一
S
3
一
秋
田
市
3
・
1

湊
　
秀
夫
（
S
9
一
秋
田
市
3
・
1

土
肥
味
右
衛
門
（
S
1
1
一
西
仙
北
町

3

●

2

川
辺
進
一
S
竺
秋
田
市
3
・
2
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第
1
2
回
「
若
菜
会
」

昭
5
7
卒
の
若
い
人
も
加
え
盛
会

女
子
同
窓
生
親
陸
の
集
い
「
若
菜

会
」
は
、
隔
年
開
催
と
な
っ
て
お
。

ま
す
が
、
今
年
は
そ
の
開
催
年
で
、

八
月
十
九
日
、
弥
高
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
昭
和
三
十
五
年
卒
七
期
生

が
幹
事
で
、
春
か
ら
何
回
か
の
会
合

を
重
ね
、
「
な
ご
や
か
に
、
次
の
回

に
も
参
加
し
た
い
と
い
う
雰
囲
気
を

つ
く
る
よ
う
に
」
と
準
備
を
し
ま
し

た
。
二
、
三
日
前
に
な
っ
て
か
ら
、

「
急
用
が
で
き
て
。
」
と
い
う
、

断
。
の
電
話
が
い
く
つ
か
あ
。
、
多

数
の
参
加
者
が
あ
る
か
ど
う
か
、
少

し
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は

S
5
7
卒
の
若
い
方
の
と
び
入
り
も
あ
っ

て
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
九
人
の

恩
師
と
学
校
か
ら
、
室
田
校
長
先
生
、

小
林
同
窓
会
副
会
長
を
お
迎
え
し
て
、

四
十
一
人
の
一
般
会
員
と
も
ど
も
楽

し
い
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
若
菜
会
」
の
会
員
は
、
S
四
十

七
年
平
ま
で
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、

若
い
卒
業
生
の
在
校
中
は
、
「
若
菜

会
」
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、
前
会
か
ら
、
若
い
人
々
も

吸
収
し
て
、
秋
高
女
子
同
窓
生
親
睦

の
集
い
を
“
若
菜
余
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
て
、
こ
れ
を
覇
若
菜
余
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

隔
年
の
開
催
で
す
か
ら
、
次
は
平
成

四
年
に
開
か
れ
ま
す
が
、
若
い
人
た

ち
も
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。
大
い

に
歓
迎
致
し
ま
す
。
ま
た
、
費
用
の

関
係
な
ど
か
ら
、
全
員
に
ご
案
円
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
秋
田
魁
新
報
や

同
窓
会
だ
よ
。
に
広
告
致
し
ま
す
。

親
し
い
同
窓
彗
お
近
く
に
お
ら
れ

る
同
窓
生
も
是
非
お
誘
い
下
さ
い
。

当
日
は
、
恩
師
の
ス
ピ
ー
チ
、
年

次
ご
と
の
ス
ピ
ー
チ
が
中
心
行
事
と

な
。
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で

カ
ラ
ヤ
ン
の
指
揮
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
聞
き
に
行
く
夢
考
つ
い
に
実

現
さ
せ
た
青
山
先
生
か
ら
お
孫
さ
ん

の
お
話
に
、
一
層
な
ご
や
か
な
お
顔

の
桜
谷
先
彗
　
「
夫
を
い
つ
ま
で
も

若
く
元
気
に
保
つ
に
は
・
。
」
と
い

う
畑
沢
先
生
ま
で
、
み
な
さ
ん
、
昔

秋
高
の
オ
ン
ポ
ロ
校
舎
で
の
授
業
を

思
い
出
さ
せ
る
口
調
と
お
声
は
昔
の

ま
ま
で
し
た
。
年
次
ご
と
の
ス
ピ
ー

チ
も
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
と
き
は
、

「
慣
れ
な
い
も
の
で
す
か
ら
。
」

な
ん
て
始
め
な
が
ら
な
か
な
か
堂
々

と
し
た
も
の
で
、
幹
事
は
時
計
を
み

な
が
ら
「
も
っ
と
長
い
時
間
を
契
約

す
れ
ば
よ
か
っ
た
な
」
と
後
悔
し
た

も
の
で
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
、
加

藤
仁
美
先
生
の
振
る
秋
高
の
校
章
入

り
の
手
ぬ
ぐ
い
の
リ
ー
ド
に
合
わ
せ

て
、
「
天
上
は
る
か
に
…
…
。
」
の

撃
歌
っ
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
去
っ
て
も
熱
気
は
な

か
な
か
冷
め
や
ら
ず
、
別
れ
難
く
深

夜
ま
で
交
流
を
深
め
、
親
交
を
暖
め

め
な
お
し
た
夜
で
し
た
。

私
が
在
校
し
て
い
る
頃
は
一
学
年

四
十
名
足
ら
ず
で
、
在
校
生
の
一
割

に
も
満
た
な
い
享
年
徒
で
し
た
が
、

最
近
は
女
子
の
黄
が
急
で
、
現
在
、

一
年
生
は
百
七
十
名
を
越
す
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
在

校
生
の
三
割
を
越
し
て
い
る
よ
う
で
、

さ
す
が
女
性
の
晴
代
の
高
校
生
た
ち

だ
な
と
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
益
々
母
校
秋
高
が
発
展

し
、
女
子
卒
業
生
た
ち
が
社
会
の
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
ペ
ソ
を
置
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
書
田
記
一

卯
申
会秋
田
県
総
会

卯
申
会
秋
田
県
内
3
9
名
の
内
、
出

席
者
1
3
名
、
秋
田
市
杉
の
や
に
於
い

て
平
成
二
年
十
月
二
十
日
午
後
三
時

。
ま
す
。
一
幹
事
石
山
勇
記
一

よ
り
開
催
し
、
六
時
、

校
歌
を
う
た
っ
て
解
散

した。出
席
者
氏
名
次
の
通

り
、
石
井
彪
、
花
岡
泰

順
、
細
部
弘
、
小
山
田

宣
雄
、
杉
渕
一
雄
、
伊

藤
幸
枝
、
鯨
岡
爾
朗
、

山
平
善
一
郎
、
市
橋
武
、

伊
藤
徳
次
郎
、
穴
沢
信

義
、
三
浦
銀
治
、
石
山

勇
（
順
不
同
一
。

現
在
昭
七
卒
の
卯
申

会
の
現
状
は
、
死
亡
者

名
、
不
明
者
1
8
名
、

生
存
者
、
県
内
3
9
名
、

県
外
3
5
名
と
な
っ
て
お

△

崩忽
つどい

小
玉
・
若
松
両
君
の
叙
勲
祝

秋
中
5
0
！
期
会
の
忘
年
会

国

秋
甲
重
血
会
南
和
十
二
年
卒
一

で
は
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
一
科
学

技
術
振
興
功
労
一
の
小
玉
健
吉
君

一
飯
田
川
町
住
一
と
、
勲
五
等
瑞
宝

章
一
自
治
功
労
・
消
防
一
の
若
松
泰

治
君
一
西
仙
北
町
住
一

の
叙
勲
祝
を
、
忘
年
会

を
兼
ね
て
、
平
成
二
年

十
一
月
三
十
日
午
後
五

貰
1
愁
吊
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
。ま
ず
、
今
隼
亡
く
な
っ

た
沼
田
栄
一
朗
、
篭
谷

陸
男
の
両
君
に
黙
と
う

を
捧
げ
、
次
い
で
桜
谷

君
の
両
君
の
四
十
年
に

わ
た
る
研
究
功
労
と
自

治
功
労
を
讃
え
る
祝
辞

に
対
し
て
、
両
君
か
ら

の
謝
辞
が
あ
っ
て
か
ら

懇
親
会
に
移
る
。
忘
年

会
を
兼
ね
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
二
時
間
半
に
わ
た

り
、
ア
ツ
か
ん
、
冷
酒
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
、
ウ
ィ
ス

キ
ー
の
飲
物
に
メ
ー
ト
ル
は
あ
が
り

っ
ぱ
な
し
。

最
後
に
、
平
成
三
年
度
の
春
の
例

会
は
、
一
泊
二
日
で
、
若
葉
と
さ
く

ら
の
十
和
田
湖
へ
夫
人
同
伴
で
出
掛

け
る
こ
と
を
決
定
。
校
歌
を
高
吟
し

て
、
お
互
い
の
一
層
の
健
康
自
愛
の

万
歳
三
唱
で
閉
会
。

出
席
は
つ
ぎ
の
と
お
り
一
順
不
同
一

小
玉
健
吉
、
若
松
泰
治
、
相
沢
弘
、

浅
利
由
雄
、
池
田
康
夫
、
石
垣
儀
雄
、

伊
藤
博
次
、
小
沢
雄
象
、
中
絶
太
郎
、

亀
谷
幸
雄
、
工
藤
俊
三
、
幸
野
敏
夫
、

小
西
庄
一
郎
、
坂
杢
彗
桜
谷
五
崩
、

佐
々
木
茂
雄
、
佐
藤
友
三
郎
、
佐
藤

忠
、
沢
石
謙
、
郡
波
三
郎
右
衛
門
、

根
本
常
夫
、
福
田
兼
一
郎
、
三
浦
善

一
郎
、
山
崎
忠
秀
、
渡
辺
喜
一
の
二

十
五
名
。

一
沢
石
記
一

仙
台
で
盛
。
上
が
る

秋
中
5
1
期
同
期
会

皿

秋
田
・
東
京
の
中
間
仙
台
で
と
の

企
画
が
七
年
振
。
に
再
現
し
、
秋
鮒

の
十
月
廿
日
仙
台
市
秋
保
リ
ゾ
ー
ト

「
ホ
テ
ル
ク
レ
セ
ン
ト
」
一
社
長

昭
廿
二
年
卒
　
林
崇
君
一
で
開
催
さ

れ
た
。西
田
兄
寄
贈
の
樽
酒
太
平
山
の
乾

杯
で
幕
を
開
け
、
宴
進
む
に
つ
れ
て

こ
み
上
げ
る
感
慨
を
抑
え
き
れ
な
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
学
生
々
活
・
教

師
の
追
想
・
戦
争
体
験
・
敗
戦
後
の

苦
闘
・
壮
年
期
の
活
躍
・
悠
々
自
適

の
近
況
を
交
え
な
が
ら
、
秋
中
時
代

予
想
も
し
な
か
っ
た
展
開
を
見
せ
た

七
十
年
の
人
生
航
路
が
次
々
に
披
渾

さ
れ
、
一
駒
一
駒
に
互
に
共
感
を
覚

え
な
が
ら
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て

歓
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。

最
後
に
は
「
鳥
海
の
高
嶺
」
と
校

歌
「
天
上
遥
か
に
」
を
吟
ず
る
と
一

同
青
春
の
涙
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

翌
日
は
今
秋
一
の
日
本
晴
に
恵
ま

れ
、
健
康
増
進
を
か
ね
て
打
揃
っ
て

三
十
分
程
の
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
、

秋
保
こ
け
し
・
埋
木
細
工
・
仙
台
箪

笥
・
独
楽
玩
具
な
ど
伝
統
工
芸
の
工

人
の
集
う
「
伝
統
工
芸
の
里
」
を
訪

れ
、
夫
々
お
孫
さ
ん
や
家
族
へ
の
土

産
を
買
求
め
た
後
、
お
互
い
の
健
康

と
再
会
を
祈
念
し
合
っ
て
仙
台
駅
頭

で
解
散
し
た
。

出
席
者

一
東
京
一
進
藤
忠
男
・
早
川
太
郎
・

三
沢
秋
晴
一
秋
田
一
安
東
誠
・
伊

藤
市
郎
・
大
槻
家
静
・
小
松
義
一
・

柴
田
均
一
・
菅
原
繁
雄
一
仙
台
一

奥
山
熊
雄
・
佐
藤
均
・
菅
原
晃
一
・

武
田
克
己
・
稲
見
春
夫
一
稲
見
記
）

1

封
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口

田
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メま
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菅
原
先
生
の
古
稀
を
祝
う

8
0
期
3
G
ク
ラ
ス
会

昭29卒

昭
和
二
十
九
年
卒
業
の
、
八
十
期

三
年
G
組
一
同
十
五
名
は
、
十
月
二

十
七
日
に
秋
田
市
キ
ャ
ノ
ス
ル
ホ
テ

ル
に
集
い
、
担
任
だ
っ
た
菅
原
繁
雄

先
生
の
古
稀
を
祝
っ
た
。

三
G
会
は
毎
年
菅
原
先
生
を
囲
ん

で
、
楽
し
い
夕
へ
を
過
ご
し
て
い
る

の
だ
が
、
こ
の
夜
も
先
生
は
お
元
気

な
姿
を
見
せ
、
卒
業
以
来
三
十
六
年

た
っ
た
生
徒
の
、
ハ
ゲ
、
白
髪
、
デ

ブ
の
中
に
入
る
と
、
一
体
ど
ち
ら
が

恩
師
か
生
徒
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の

若
々
し
さ
だ
っ
た
。

横
浜
か
ら
卒
業
以
来
、
遠
路
初
参

加
し
た
級
友
の
、
姓
は
分
か
る
が
名

前
が
出
て
こ
な
い
の
に
、
先
生
は
即

座
に
名
前
も
呼
び
、
一
同
さ
す
が
は

と
感
嘆
し
た
。

当
時
の
三
G
は
ク
ラ
ス
対
抗
の
総

合
優
勝
に
輝
い
た
が
、
柔
道
選
手
の

l
一
人
は
、
1
決
勝
で
相
手
を
投
げ
よ

う
と
し
た
が
、
技
が
か
か
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
見
る
と
、
審
判
の
菅
原

先
生
の
白
旗
が
さ
っ
と
上
が
っ
て
、

一
本
で
勝
っ
て
い
た
。
」
と
い
う

ー
秘
話
」
も
披
露
さ
れ
た
。

出
席
し
た
私
た
ち
全
員
に
、
先
生

の
奥
様
お
手
作
り
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
小
銭
入
れ
が
プ
レ
ゼ
ソ
ト
さ
れ

た
。
心
憎
い
こ
と
に
、
そ
れ
に
は
大

き
く
秋
高
の
校
章
が
刻
印
さ
れ
、
大

変
な
記
念
品
に
な
っ
た
。

不
参
加
の
級
友
に
は
、
湾
岸
危
機

の
た
め
イ
ラ
ク
出
張
の
者
や
、
入
院

中
の
者
も
い
て
、
菅
原
先
生
は
私
た

ち
生
徒
の
健
康
を
心
配
さ
れ
、
ご
自

分
の
体
験
か
ら
の
健
康
法
を
説
い
て

く
れ
た
。
出
席
者
の
中
に
は
医
者
も

い
る
の
で
、
遠
慮
し
い

し
い
で
あ
っ
た
が
。

す
で
に
父
母
を
亡
く

し
た
生
徒
も
い
て
、
今

更
な
が
ら
「
山
よ
。
も

高
く
、
海
よ
。
も
深
い

師
の
恩
」
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。
菅
原
先
生
十
八
番
の

っ
て
別
れ
た
。

当
日
の
出
席
者

菅
原
先
生
　
秋
山
優
　
出
一
夫

井
上
昭
則
　
熊
谷
贋
　
児
玉
和
夫

工
藤
一
鐙
一
幹
男
　
鈴
木
肇
　
園
部

実
　
高
崎
幸
一
阿
部
一
三
浦
一
要

畠
山
一
小
西
一
卓
二
　
小
泉
一
平

野
一
金
次
郎
　
桜
田
昌
　
藤
沢
浩

渡
部
剛
臣

一
畠
山
卓
三
記
一

、．、〇

キ瞥惨　巨
口

町田匝■遜田

増
せ
J
悶
凶

．

　

ヽ

式√
笈

日脈三£

「
洞
城
朝
雨
　
配
軽
塵

客
宣
重
品
欝
薪
…
‥
」

の
詩
吟
が
朗
々
と
流
れ
、

宴
は
果
て
な
か
っ
た
。

最
後
に
皆
で
校
歌
と

応
援
歌
を
高
ら
か
に
斉

唱
、
末
年
の
再
会
を
曹

回
田

0
此

禽
励
○
題

目．、．小況
琳

四－駈山間－田相
は
川
用
相

田回回田田回田田田田
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菅原先生の古稀を視って・

井
川
商
事
株
式
会
社

（
秋
田
駅
前
ま
ん
ぷ
く
食
堂
）

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
則
夫
（
S
3
0
卒
）

秋
出
前
丁
秋
久
保
出
町

電
話
　
「
一
八
八
　
　
　
［
・
ハ
八

秋田県労働金庫　　　　　秋田県教育委員会

教育長

橋本顕信
（S30卒）

秋H川J千秋矢留町4－10

TE L O188－31－3305

専務理事

桧井節雄
（S30卒）

秋田ホ広癖字鬼頭52－1
電　話　0188－34－266り

秋田県農政部農業技術開発課

課　長

三浦義直
（S30卒）

秋口1市保ti野通町7－10
T E L O188－23－6904

丈夫な漸別：首文、義昔真；
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男鹿谷家具工商

男鹿谷健吉
男鹿谷共充

（S50卒）
秋川Hlf秋久保出町578
（秋用駅liり・久保出会館Ifり）
T E L O188－32－27i2

秋
川
環
境
測
定
セ
ン
タ
ー
株
式
会
封

環
境
計
騒
上
・
作
業
環
境
測
定
上

常
務
取
締
役

森
　
　
　
洋

（
S
5
0
牟
）

秋
用
市
川
尻
御
休
町
「
　
－
1
－
間

も
話
　
′
　
八
八
一
ハ
四
　
　
八
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◆
硬
式
野
球

プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
読

売
巨
人
軍
に
指
名
さ
れ
て
い
た
阿
部

茂
樹
捕
手
は
一
二
月
六
日
に
入
団
契

約
を
し
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
阿
部

捕
手
は
秋
田
高
校
に
入
学
直
後
の
五

月
頃
か
ら
捕
手
で
四
番
と
い
う
重
責

を
担
い
、
第
6
1
回
選
抜
甲
子
園
大
会

覇
に
入
団

に
出
場
す
る
な
ど
各
種
大
会
で
活
躍

し
た
。
大
学
進
学
を
希
望
し
て
い
た

が
、
攻
走
守
の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
捕

手
と
し
て
早
く
か
ら
プ
ロ
野
球
の
各

球
団
に
注
目
さ
れ
、
セ
リ
ー
グ
の
六

球
団
、
パ
リ
ー
グ
の
二
球
団
か
ら
入

団
の
勧
誘
を
受
け
て
い
た
。
ド
ラ
フ

ト
指
名
後
、
室
田
校
長
に
あ
い
さ
つ

に
訪
れ
た
巨
人
軍
の
伊
藤
芳
明
ス
カ

ウ
ト
の
話
に
よ
る
と
、
V
9
時
代
の

森
昌
彦
捕
手
一
現
西
武
監
督
一
の
よ

う
な
選
手
に
育
て
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
近
鉄
の
石
井
浩
郎
選
手

一
秋
高
一
早
大
一
㌔
フ
リ
ソ
ス
H
－
近

鉄
一
と
と
も
に
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

一
須
藤
　
記
一

誌冬場柑起票

棋叫勤
か

ぷ

∵

彗

1

1

d

・

∴

．

シ

．
イ

8
0
期
本
荘
地
区
同
期
会

調
謝
儀
m
 
J
草

巌

草

津

鋤

読　噸軋帯出凋♂

繊舶圧圭圭演

隙鋤
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範
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十

十

十

四
日
　
日
田
日
田
騙

ナ
十
　
キ
ナ
＋
　
壊

・
閂
】

椚
田
団
田
口
潅

ロ

ト　　’H
ナ　ナ　十

．、　　　　　　　　竜■l l、工、
蜃

8

本
荘
由
利
郡
に
住
む
、
昭
和
二
十

九
年
卒
の
同
期
生
は
、
毎
年
一
度
は

集
ま
っ
て
懇
親
を
深
め
て
い
る
。

転
勤
な
ど
で
異
動
は
あ
る
が
、
今

年
は
十
四
人
が
確
認
さ
れ
、
一
月
二

十
三
日
の
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

の
牽
チ
会
に
は
、
十
人
が
参
加
し
た
。

医
師
、
教
師
、
銀
行
員
、
酒
屋
、

ホ
テ
ル
マ
ソ
と
、
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
ま
た
卒
業
し
て
三
十
六
年
も

経
っ
て
い
る
の
に
、
卒
業
以
来
の
初

顔
合
せ
の
者
が
い
て
も
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
は
い
さ
さ
か
も
な
く
、
す

ぐ
垣
根
の
な
い
会
話
が
で
き
る
の
も

同
期
会
の
魅
力
と
言
え
よ
う
か
。

近
年
、
同
窓
会
、
卒
業
年
次
の
同

期
会
の
集
ま
。
が
悪
い
こ
と
を
、
幹

事
役
か
ら
耳
に
す
る
が
、
一
方
、
小

地
域
や
ク
ラ
ス
会
な
ど
で
は
出
席
者

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

小
グ
ル
ー
プ
化
は
時
代
の
す
う
勢

な
の
だ
ろ
う
。

応
援
団
長
に
き
び
し
く
た
た
き
込

ま
れ
た
校
歌
等
は
、
一
語
も
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
こ
の
夜
も
最
後
に
は

「
天
上
は
る
か
に
：
‥
」
の
大
合
唱

が
、
本
荘
の
冬
の
星
空
に
響
き
渡
っ

た
の
だ
っ
た
。

こ
の
夜
の
出
席
者
は
次
の
通
。
で

あ
る
。
赤
坂
哲
治
郎
、
石
崎
博
治
、

奥
田
繁
治
、
桐
田
賢
二
、
草
薙
稲
太

郎
、
黒
沢
誠
一
、
児
玉
了
正
、
佐
藤

充
、
東
海
林
博
、
畠
山
卓
三
。

一
畠
山
卓
三
記
一

◎
第
四
十
九
期
（
昭
和
十
一
年
卒
）

「
十
哀
会
」
一
会
長
佐
藤
民
治
一
同
期
会
の
催
し

私
た
ち
の
同
期
会
は
旧
東
根
小
屋

町
の
校
舎
に
お
け
る
最
後
の
卒
業
生

で
あ
っ
た
。

こ
の
年
は
帝
都
に
お
け
る
二
・
二

六
事
件
が
あ
り
、
昭
和
の
激
動
の
荒

波
に
突
入
す
る
時
代
背
景
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
一
十
一
紫
会
」
と
呼
稀
し

て
い
る
。
古
稀
も
過
ぎ
た
高
齢
者
社
会
の
一

員
と
し
て
、
二
百
名
余
の
同
期
の
仲

間
も
、
本
年
で
既
に
九
十
名
に
達
す

る
物
故
者
を
数
え
る
戦
中
派
で
も
あ

ろ
う
。毎
年
十
月
下
旬
を
予
定
し
て
、
年

一
度
は
お
互
い
の
健
在
を
確
め
合
い

ま
し
ょ
う
と
い
う
申
し
合
せ
に
よ
。

今
年
も
十
月
二
十
日
協
働
社
大
町
ヒ

ル
会
場
で
次
の
級
友
が
集
。
会
を
催

し
た
。
佐
藤
民
治
、
丹
下
敬
一
、
石
田
誠
、

三
浦
隆
一
、
佐
藤
淳
治
郎
、
目
黒
武

士
輿
高
堂
五
郎
、
信
田
昭
、
伊
勢

啓
一
、
熊
谷
義
一
、
◎
尾
五
郎
、
渡

辺
純
一
郎
、
熊
谷
興
四
郎
、
小
野
静

男
菅
生
正
雄
、
市
川
稔
、
綿
引
漣

平
、
伊
藤
　
馨
、

「
十
一
紫
会
」
は
昭
和
五
十
七
年
か

ら
こ
れ
ま
で
、
毎
年
度
欠
か
す
こ
と

な
く
、
出
、
欠
に
関
わ
ら
ず
、
「
同

期
会
だ
よ
。
」
を
発
刊
し
て
会
を
催

し
て
、
同
期
会
交
遊
の
輪
を
持
続
し

て
い
る
。

、

一
同
期
会
だ
よ
。
を
ご
希
望
の
年
次

別
の
会
か
ら
申
込
み
が
あ
れ
ば
喜
ん

で
贈
呈
お
送
。
い
た
し
ま
す
の
で
ご

高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

事
務
局
は
「
秋
田
市
寺
内
字
蛭
根
三

八
～
二
四
」
一
伊
　
藤
　
撃
　
ま
で
一
、

T
E
L
　
二
四
～
二
五
五

日
悶
圏
岨

閻
劇
日
用
腰

軋
＿

］

回
り
四

回
田口
痛
、

囚
”
り
■
1
乱

闘
闇
朋
朋
回
田

・
畠
J
M

け
蜜
l
l
l
U

悶
悶
u

…

日日国日”

ぺ」∴コ顎ml

◆
ス
ケ
ー
ト

I
・
H
　
国
体
で
2
人
入
賞

本
校
の
三
年
生
コ
ン
ビ
、
湯
田
淳

若
林
育
子
が
そ
ろ
っ
て
入
賞
を
し
た

凛
男
　
監
　
　
　
　
　
瑠
璃
謬
誉
㌣

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
湯
田
が
得

意
と
す
る
千
五
百
M
で
ス
タ
ー
ト
か

ら
快
調
に
飛
ば
し
、
2
分
0
4
秒
0
5
の

自
己
ベ
ス
ト
で
堂
々
三
位
入
賞
を
果

し
た
。

十
　
十甲
．

田

　

■

調
t
．

円

鯛

　

回

　

。

m
■
■

l

．因口日田・闊閤鞠

卿

▼

一

一

P
・
．
t
も

国
事
貞

一

が

魂
立場－

貨
イ

、
護
。
　
東
宝
童

，

㌧‡ぺ÷斗∴ナナ羊ナナ臣志十で藍壷藍

去
調
軋

国
体
で
は
、
若
林
が
三
千
M
で
積

極
的
な
レ
ー
ス
を
展
開
、
最
終
周
で

逃
げ
る
イ
ソ
タ
ー
ハ
イ
2
冠
（
長
野
一

腰

を
猛
追
し
た
が
0
秒
1
4
届
か
ず
昨
年

同
様
二
位
の
入
賞
と
な
っ
た
。

・
東
北
大
会

湯
田
　
淳

五
百
M
　
二
位

千
五
百
M
一
位

学
校
対
抗
　
三
位

若
林
育
子

千
五
百
M
一
位

三
千
M
　
一
位

・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

湯
田
　
淳

千
M
　
　
四
位

千
五
百
M
　
三
位

若
林
育
子

千
五
百
M
　
七
位

三
千
M
　
五
位

学
校
対
抗
　
八
位

・
国
　
体
若
林
育
子

千
五
百
M
　
六
位

三
千
M
　
二
位

1
分
2
1
秒
5
0

2
分
0
4
秒
0
5

2
分
1
7
秒
3
8

5
分
0
1
秒
9
2

8
点

◆
柔
　
道

・
東
北
高
校
選
手
権
大
会

一

三

　

位

一

三
回
戦

秋
田
　
〇
一
二
人
残
し
一
木
造
一
青
森
一

準
決
勝

秋
田
　
×
一
一
人
残
し
一
東
北
一
宮
城
一

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
東
北
高
校
選
手
権
大
会

一
回
戦

川
村
洋
子
　
0
－
2
　
本
　
間
一山形一

◆
卓
　
球

・
全
県
新
人
大
会

⊥
優
　
勝
－

決
勝
秋
　
田
　
3
－
2
　
秋
田
商

・
ダ
ブ
ル
ス

一
位
　
戸
堀
敏
孝
・
塩
谷
尚
光
組

三
位
　
近
藤
　
力
・
高
橋
　
伸
組

・
シ
ン
グ
ル
ス

一
位

三
位

◆
ス
キ
ー

・
中
央
地
区

総
合
　
二
位

回
転
　
三
位

・
全
県
高
校
総
体

回
転
　
1
5
位

田
中
一
也

村
上
正
紘

一
東
北
大
会
出
場
一

秋
田
営
林
局
支
部

総
会
開
か
る

平
成
二
年
度
秋
田
営
林
局
秋
高
同

窓
会
支
部
総
会
が
、
十
月
六
日
秋
田

市
の
弥
高
会
館
で
開
催
さ
れ
、
元
年

度
の
事
務
報
告
・
決
算
報
告
等
の
あ

と
二
年
度
予
算
を
決
定
し
た
。

十
年
前
の
昭
和
五
十
五
年
に
は
、

七
〇
名
近
く
在
籍
し
て
い
た
我
が
会

も
、
新
規
採
用
の
会
員
が
い
な
い
こ

と
と
退
職
等
に
よ
り
、
現
役
は
二
二

名
の
会
員
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
現
役
、
O

B
、
が
合
同
で
行
っ
て
お
。
ま
す
が
、

出
席
者
は
ほ
ぼ
半
々
近
く
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
0
、
B
、
の
方
々

か
ら
、
O
B
と
現
役
が
合
同
し
た
ら

ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
。
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
の
総
会
で
は
今
後
両

者
で
世
話
人
会
を
設
け
、
検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
は
来
賓
と
し
て
、
母
校
か
ら

斎
藤
教
頭
、
伊
藤
事
務
局
長
、
営
林

局
か
ら
は
近
江
事
業
部
長
の
御
出
席

を
い
た
だ
き
総
勢
三
〇
名
の
懇
親
会

に
な
り
ま
し
た
が
、
大
正
一
四
年
卒

の
三
浦
次
郎
大
先
輩
の
参
加
も
あ
。
、

雰
囲
気
が
盛
り
あ
が
り
、
最
後
は
校

歌
を
斉
唱
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

「
新
役
員
」

A
裏
轟
止
行
　
（
昭
三
〇
卒
一

副
会
長
兄
上
昭
太
郎
（
昭
二
八
卒
一

〃
　
児
玉
　
実
　
（
昭
三
〇
卒
一

事
務
局
長
佐
藤
康
也
一
昭
二
九
卒
一

璃

口
．
■
■
【

㍉
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株式会社エフエム秋田

代表取締役社長

伊藤一雄
（S20卒）

秋田市八橋本町3rH7－10

T E L O188－24－1155

人

館

市

小

門

勘

六

電
話
　
二
　
八
L
ハ
　
四

九ト
l　＿．

′ヽ

うなき処　福　助

板　垣　誠
（S40卒）

秋田市大町3丁目2－27

TE L O188－62－0033

茶
道
具
・
文
房
国
宝

掬
紬
亀

飛
田
良
太
郎

（
S
2
0
卒
）

秋
田
市
牛
島
東

電
話
　
〇
　
八
八

ヽ

　

ヽ

1

′

．

1

′

八重樫建設株式会社

代表取締役会長

八重樫宏一
（S20卒）

代表取締役社長

相馬高胤
（S20卒）

本　社／秋田市泉字上の町1011
支店・営業所／鹿角・大曲・五城目・

北ト鴫岡・仙台

泉一級建築設計事務所

所長

泉　　　博
（S40卒）

秋田市山王中島町8－12
（安井ビル）

T E L O188－62－7697

鎌田循環器科内科クリニック

鎌田滋夫
（S40卒）

秋田市広面蓮沼87－1
ツインクリ二ソクビル3F

T E L O188－34－2121

須田薬局

須田良三
（S40牢）

秋田市手形からみ田5－28

T E L O188－35－9986

クスりのことなら

平和薬局

寺田秀夫
（S40卒）

秋田市旭南1日11－6

T E L O188－64－0044

こまつ歯科医院

小松純一
（S40卒）

秋田市土崎港北7丁目7－21
TE L O188－46－6100

高橋智徳一級建築士事務所

橋智徳
（S40卒）

所長
－　　■　▲

南

秋田市広面釣瓶町141－1
T E L O188－32－4076
0188－35－2505

山田建烈設計事務所

山田建烈
（S40卒）

秋田市南通り亀ノ町4－10
T E L O188－32－3076

FAX O188（33）4098
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